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外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め
の
環
境
整
備

　
　
　
　
　
　

～
国
へ
の
提
案
・
要
望
の
取
組
を
中
心
に
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１   

国
の
「
新
た
な
外
国
人
材
の
受

入
れ
拡
大
」
の
動
き
へ
の
対
応

(1)
国
の
制
度
及
び
予
算
に
関
す
る

提
案
・
要
望
〈
平
成
30
年
11
月
〉

　

平
成
30
年
６
月
、
国
に
お
い
て

い
わ
ゆ
る
「
骨
太
の
方
針
」
で
、

即
戦
力
と
な
る
外
国
人
材
の
受
入

れ
拡
大
の
た
め
、
新
た
な
在
留
資

格
の
創
設
が
示
さ
れ
、
同
年
７
月

に
は
、「
外
国
人
の
受
入
れ
環
境

の
整
備
に
関
す
る
業
務
の
基
本
方

針
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
動
き
を
受
け
、
８
月
に
、

指
定
都
市
市
長
会
を
代
表
し
て
、

横
浜
市
長
が
国
へ
の
提
言
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
国
で
は
「
外

国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め

の
総
合
的
対
応
策
検
討
会
」
が
設

置
さ
れ
、
議
論
が
進
め
ら
れ
る

中
、
同
年
11
月
に
、
門
山
法
務
大

臣
政
務
官
、
そ
の
後
、
菅
内
閣
官

房
長
官
に
対
し
て
、
本
市
独
自
要

望
と
し
て
、「
外
国
人
材
の
受
入

れ
・
共
生
の
た
め
の
環
境
整
備
」

に
つ
い
て
提
案
・
要
望
を
行
い
ま

し
た
。
内
容
は
次
の
２
点
で
す
。

① 

地
方
自
治
体
が
行
う
生
活
支

援
に
対
す
る
新
た
な
財
政
支
援
メ

ニ
ュ
ー
の
創
設

　

在
住
外
国
人
が
地
域
で
暮
ら
し

て
い
く
上
で
必
要
な
支
援
を
行
う

た
め
、
関
係
府
省
の
連
携
の
下
、

地
方
自
治
体
が
行
う
生
活
支
援
に

対
す
る
新
た
な
財
政
支
援
メ

ニ
ュ
ー
を
創
設
す
る
こ
と
を
提

案
・
要
望
し
ま
し
た
。
ま
た
、
財

政
支
援
に
当
た
っ
て
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
協
力
を
得
て
き
め
細

か
な
支
援
が
行
え
る
よ
う
、委
託
・

補
助
等
に
よ
る
実
施
も
可
能
に
す

る
な
ど
、
地
方
自
治
体
が
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
柔
軟
に
活
用
で
き

る
仕
組
み
と
す
る
こ
と
な
ど
を
提

案
し
ま
し
た
。

② 

生
活
支
援
の
拡
充
に
継
続
的

に
取
り
組
む
仕
組
み
づ
く
り

　

在
住
外
国
人
の
生
活
支
援
の
拡

充
に
向
け
て
、
国
と
地
方
が
一
体

と
な
っ
て
継
続
的
に
取
り
組
む
た

め
、
在
住
外
国
人
と
の
共
生
に
係

る
基
本
法
を
新
た
に
制
定
し
、
国

と
地
方
の
責
務
を
法
律
に
位
置
付

け
る
こ
と
に
つ
い
て
の
検
討
、
ま

た
、
全
て
の
地
方
自
治
体
が
最
低

限
実
施
す
べ
き
対
応
を
示
し
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
策
定
す
る
こ
と

な
ど
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

在
住
外
国
人
の
生
活
支
援
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
各
自
治
体
が

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
任
意
の
取

組
と
し
て
実
施
し
て
き
た
状
況
が

あ
り
ま
す
が
、
新
た
な
外
国
人
材

を
円
滑
に
受
け
入
れ
、
共
生
し
て

い
く
に
は
、
国
と
地
方
が
一
体
と

な
っ
て
環
境
整
備
を
進
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
地
方
自
治

体
に
よ
る
生
活
支
援
が
求
め
ら
れ

る
分
野
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る

こ
と
か
ら
、
拡
充
に
向
け
て
継
続

的
に
取
り
組
む
仕
組
み
づ
く
り
も

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
自
治
体
に
よ
っ
て
は
、

ど
こ
ま
で
、
支
援
に
取
り
組
む
べ

き
な
の
か
、
模
索
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
我
が
国
に
在
留

す
る
２
８
０
万
人
超
の
外
国
人
に

対
す
る
最
低
限
の
支
援
の
ベ
ー
ス

の
部
分
は
国
に
よ
り
示
さ
れ
、
そ

の
上
で
、
地
方
自
治
体
に
お
い

て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
き
め

細
か
な
取
組
や
、
地
域
の
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
た
取
組
が
な
さ
れ

る
、
そ
の
よ
う
な
形
が
望
ま
し
い

と
考
え
ま
す
。

(2) 

総
合
的
対
応
策
の
閣
議
決
定

を
受
け
た
、
新
た
な
支
援
制
度
の

創
設

　

平
成
30
年
12
月
上
旬
、
参
議
院

本
会
議
で
、
改
正
出
入
国
管
理
法

が
可
決
、
成
立
し
、
12
月
下
旬
に

は
、「
外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共

生
の
た
め
の
総
合
的
対
応
策
」
が

関
係
閣
僚
会
議
で
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
総
合
的
対
応
策
で
は
、

医
療
、
保
健
、
教
育
、
住
宅
、
金

融
・
通
信
サ
ー
ビ
ス
な
ど
生
活
の

様
々
な
場
面
を
想
定
し
た
、
全
１

２
６
の
施
策
か
ら
な
る
、
総
額
２

１
１
億
円
の
関
連
予
算
の
措
置
が

ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
１
２
６
の

施
策
の
中
に
は
、
地
方
自
治
体
向

け
の
支
援
と
し
て
、
行
政
・
生
活

全
般
の
情
報
提
供
・
相
談
を
多
言

語
で
行
う
一
元
的
窓
口
に
係
る
地

方
公
共
団
体
へ
の
支
援
の
創
設

（「
多
文
化
共
生
総
合
相
談
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
（
仮
）」
全

国
約
１
０
０
か
所
、
11
言
語
対
応

の
整
備
）【
20
億
円
】
が
盛
り
込

ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
31
年
２
月
に
は
、

そ
の
た
め
の
具
体
的
な
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
、「
外
国
人
受
入
環
境
整

備
交
付
金
」
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
目
的
：
在
留
外
国
人
が
生
活
・

就
労
等
に
関
す
る
適
切
な
情
報
に

速
や
か
に
到
達
で
き
る
よ
う
、
一

元
的
相
談
窓
口
の
整
備
に
取
り
組

む
地
方
自
治
体
を
支
援

○
交
付
経
費
・
交
付
額
：

整
備
費
：
10
億
円
（
全
額
補
助
／

限
度
額
１
千
万
円
）

運
営
費
：
10
億
円
（
1/2
補
助
／
限

度
額
１
千
万
円
）

◆
「
横
浜
市
多
文
化
共
生
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
」
の
開
設

　

こ
の
新
た
な
交
付
金
を
活
用

し
、
横
浜
市
で
は
、
市
内
在
住
外

国
人
へ
の
総
合
的
な
情
報
提
供
・

相
談
対
応
を
行
う
「
横
浜
市
多
文

化
共
生
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」

を
、
令
和
元
年
８
月
に
、
横
浜
市

執
筆栗

林　

岳
大

国
際
局
政
策
総
務
課
担
当
係
長
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59
国
際
交
流
協
会
（
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
）
へ

開
設
し
ま
し
た
（
図
１
）。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
出
入
国
在

留
管
理
庁
や
神
奈
川
労
働
局
等
の

国
や
市
内
の
関
係
機
関
と
連
携

し
、
在
留
資
格
や
労
働
問
題
等
に

対
す
る
相
談
対
応
の
体
制
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
既
存
の
４
言
語

対
応（
日
本
語
、
英
語
、
中
国
語
、

ス
ペ
イ
ン
語
）か
ら
、
電
話
通
訳
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入
に
よ
り
、
11

言
語
対
応
（
４
言
語
に
加
え
て
、

韓
国
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
ネ
パ
ー

ル
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
タ
ガ

ロ
グ
語
、
タ
イ
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
）へ
と
機
能
を
拡
充
し
ま
し
た
。

　

開
設
後
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、

以
前
は
対
応
で
き
な
か
っ
た
、
タ

イ
語
で
の
年
金
に
関
す
る
電
話
相

談
が
寄
せ
ら
れ
、
電
話
通
訳
の
活

用
に
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
と
通
訳
を

行
う
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
年
金
事

務
所
を
つ
な
ぎ
、
４
者
通
話
で
相

談
対
応
を
行
う
な
ど
、
支
援
の
拡

充
が
図
ら
れ
て
い
ま
す（
写
真
）。

(3) 

国
の
制
度
及
び
予
算
に
関
す

る
提
案
・
要
望
〈
令
和
元
年
６
月
〉

　

令
和
元
年
６
月
、
本
市
は
、
国

の
制
度
及
び
予
算
に
関
す
る
提

案
・
要
望
の
中
で
、「
外
国
人
材

の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め
の
環
境

整
備
」
に
つ
い
て
、
提
案
・
要
望

を
行
い
ま
し
た
。
内
容
は
次
の
２

点
で
す
。

① 

外
国
人
と
の
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
た
国
と
地
方
自
治
体
の

連
携
強
化

　

昨
年
11
月
と
同
様
に
、
外
国
人

と
の
共
生
に
係
る
基
本
法
を
新
た

に
制
定
し
、
国
と
地
方
の
責
務
を

法
律
に
位
置
付
け
る
こ
と
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
、
ま
た
、
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
た
歩
み
を
着

実
に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
地

域
に
根
差
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
等
に
よ
る
活
動
が
不

可
欠
で
あ
る
た
め
、
外
国
人
へ
の

生
活
支
援
等
に
取
り
組
む
団
体
の

活
動
を
国
と
地
方
が
連
携
し
て
支

援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
提
案
し

ま
し
た
。

　

前
述
の
と
お
り
、
新
た
に
国
の

支
援
制
度
が
創
設
さ
れ
た
も
の

の
、
生
活
者
と
し
て
の
外
国
人
を

地
域
で
受
け
入
れ
る
地
方
自
治
体

と
し
て
は
、
外
国
人
支
援
は
一
過

性
の
も
の
で
は
な
く
、
継
続
し
て

取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
す
。
外
国
人
と
の
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
国
と
地
方
が

一
体
と
な
っ
て
継
続
的
に
取
り
組

む
こ
と
を
担
保
す
る
た
め
、
国
に

お
け
る
外
国
人
と
の
共
生
に
か
か

る
基
本
法
の
制
定
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
現
在
横
浜
市
で
は
、
横

浜
市
国
際
交
流
協
会
（
Ｙ
Ｏ
Ｋ

Ｅ
）
を
通
じ
た
支
援
や
、
本
市
の

「
多
文
化
共
生
市
民
活
動
支
援
補

助
事
業
」
な
ど
に
よ
る
支
援
等
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
取

り
組
む
外
国
人
へ
の
生
活
支
援
や

地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り

等
の
活
動
を
国
と
地
方
が
連
携
し

て
支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
な

さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

② 

地
方
自
治
体
が
行
う
共
生
に

向
け
た
取
組
に
対
す
る
財
政
支
援

の
拡
充

　

新
た
に
、
外
国
人
へ
の
情
報
提

供
及
び
相
談
に
係
る
交
付
金
（
外

国
人
受
入
環
境
整
備
交
付
金
）
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
上
限
額
が

一
律
に
１
千
万
円
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
地
方
自
治
体
に
よ
り
、

受
け
入
れ
る
外
国
人
数
の
規
模
感

が
大
き
く
異
な
る
実
情
の
中
、
地

方
自
治
体
が
居
住
す
る
外
国
人
人

口
に
見
合
う
支
援
拠
点
数
を
運
営

で
き
る
よ
う
、
上
限
額
の
複
層
化

を
提
案
し
ま
し
た
。

２  

今
後
に
向
け
て

　

こ
こ
ま
で
、
国
へ
の
提
案
・
要

望
の
取
組
を
中
心
に
述
べ
て
き
ま

し
た
。

　

横
浜
市
の
外
国
人
人
口
は
10
万

人
を
超
え
、
生
活
上
の
様
々
な
場

面
で
、
外
国
人
を
見
か
け
る
こ
と

も
珍
し
く
な
く
、
既
に
市
民
と
し

て
社
会
の
一
員
と
な
っ
て
い
ま

す
。
外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生

は
避
け
て
は
通
れ
な
い
課
題
で
あ

り
、
ま
た
、
人
口
減
少
社
会
の
到

来
や
超
高
齢
社
会
の
進
展
な
ど
、

直
面
す
る
課
題
を
乗
り
越
え
、
本

市
の
持
続
的
な
成
長
を
実
現
し
て

い
く
上
で
重
要
で
す
。

　

引
き
続
き
、
基
礎
自
治
体
と
し

て
、
外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生

に
向
け
た
総
合
的
な
環
境
整
備
を

進
め
て
い
く
上
で
、
自
治
体
と
し

て
必
要
な
取
組
に
つ
い
て
考
え
る

と
こ
ろ
を
以
下
に
記
し
ま
す
。

　
「
外
国
人
へ
の
情
報
提
供
・
相

談
対
応
、
日
本
語
学
習
、
地
域
と

の
つ
な
が
り
づ
く
り
の
推
進
」

　

増
加
す
る
外
国
人
、
そ
し
て
受

け
入
れ
る
地
域
社
会
の
状
況
を

し
っ
か
り
踏
ま
え
つ
つ
、
情
報
提

供
・
相
談
対
応
の
ほ
か
、
日
本
語

学
習
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
づ
く

り
等
に
係
る
取
組
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

情
報
提
供
・
相
談
対
応
に
つ
い

て
は
、
前
述
の
と
お
り
推
進
し
て

( 10 )

在住外国人

0722 国際戦略本部会議

　図１「横浜市多文化共生総合相談センター」の対応イメージ
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い
る
と
こ
ろ
で
す
。
日
本
語
学
習

に
関
し
て
は
、
現
在
、
横
浜
市
域

に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
に
よ
る
約
１
３

０
の
地
域
日
本
語
教
室
が
開
催
さ

れ
て
お
り
、
横
浜
市
国
際
交
流
協

会
（
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
）
が
地
域
日
本
語

教
室
の
運
営
支
援
や
連
携
促
進
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

新
た
に
、
文
化
庁
の
「
地
域
日
本

語
教
育
の
総
合
的
な
体
制
づ
く
り

推
進
事
業
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ａ
）」

の
採
択
を
受
け
、
地
域
日
本
語
教

室
を
運
営
す
る
団
体
等
を
対
象
に

実
態
調
査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
）

な
ど
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

ま
た
、
今
年
６
月
に
、
日
本
語

教
育
推
進
法
が
成
立
・
施
行
し
、

現
在
、
国
の
基
本
方
針
の
策
定
に

向
け
た
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
注
視
し
て
い
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り
に

関
し
て
は
、
現
在
、
南
区
に
お
い

て
、
急
増
す
る
外
国
人
と
受
け
入

れ
る
地
域
社
会
が
共
に
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
取
組

を
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
モ
デ

ル
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
外
国
人

が
集
住
、
急
増
す
る
地
域
に
お
い

て
、
こ
の
よ
う
な
、
外
国
人
と
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
つ
な
が

り
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
く

視
点
が
今
後
よ
り
求
め
ら
れ
て
き

ま
す
。

「
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
の
新
設
」

　

現
在
、
市
内
に
は
10
の
国
際
交

流
ラ
ウ
ン
ジ
が
設
置
さ
れ
、
地
域

に
お
け
る
身
近
な
相
談
拠
点
と
し

て
、
日
本
語
学
習
、
通
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
派
遣
や
異
文
化
交
流
な

ど
の
取
組
も
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

入
管
法
改
正
等
も
踏
ま
え
、
今

後
も
外
国
人
人
口
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
中
、
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ

の
重
要
性
は
一
層
増
し
て
い
く
も

の
と
考
え
ま
す
。
各
区
に
お
け
る

外
国
人
人
口
や
そ
の
増
加
傾
向
、

外
国
人
を
支
援
す
る
市
民
団
体
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
状
況
な

ど
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
と
国
際
化
の

状
況
を
踏
ま
え
て
、
国
際
交
流
ラ

ウ
ン
ジ
新
設
に
向
け
た
検
討
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
外
国
人
支
援
等
に
か
か
る
広
報

周
知
」

　

３
つ
目
と
し
て
、
横
浜
市
国
際

交
流
協
会
（
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
）
や
国
際

交
流
ラ
ウ
ン
ジ
で
の
生
活
情
報
の

提
供
・
相
談
対
応
の
実
施
、
通
訳

の
派
遣
、区
役
所
窓
口
で
の
通
訳
・

生
活
情
報
の
提
供
な
ど
、
外
国
人

支
援
に
関
す
る
広
報
の
充
実
で

す
。
市
内
在
住
の
外
国
人
５
千
人

の
方
を
対
象
と
す
る
今
年
度
実
施

の
「
横
浜
市
外
国
人
意
識
調
査
」

に
お
い
て
も
、
支
援
制
度
の
認
知

度
を
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
ニ
ー
ズ
は
高
い
と
見
込
ま
れ

ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を

活
用
し
た
多
言
語
で
の
広
報
周

知
、
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
や
日
本

語
教
室
の
場
を
活
用
し
た
周
知
、

ま
た
、
外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

通
じ
た
周
知
等
、
様
々
な
方
法
で

波
及
に
努
め
、
必
要
な
と
こ
ろ
へ

情
報
が
行
き
渡
る
よ
う
に
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、外
国
人
材
の
受
入
れ
・

共
生
に
向
け
た
総
合
的
な
環
境
整

備
を
進
め
て
い
く
上
で
は
、
国
の

み
で
な
く
経
済
界
と
の
連
携
・
協

力
と
い
う
視
点
も
重
要
と
考
え
ま

す
。

「
中
小
企
業
等
に
お
け
る
外
国
人

材
の
円
滑
な
受
入
れ
に
向
け
た
支

援
」

　

地
域
経
済
を
支
え
る
中
小
・
小

規
模
事
業
者
等
に
お
け
る
人
手
不

足
の
解
消
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
、
外
国
人
労
働
者
へ
の
期
待
は

大
き
い
と
考
え
ま
す
が
、
一
方

で
、
中
小
企
業
の
多
く
は
、
外
国

人
採
用
の
経
験
に
乏
し
く
、
言
語

の
面
を
始
め
、
外
国
人
の
募
集
、

在
留
資
格
に
係
る
手
続
、
雇
用
管

理
等
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
て

い
な
い
課
題
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
受
入
経
験
豊
富
な
大

企
業
が
、
例
え
ば
地
方
の
経
済
団

体
等
と
連
携
し
た
講
演
会
や
研
修

会
の
実
施
等
、
中
小
企
業
等
に
お

け
る
外
国
人
材
の
円
滑
な
受
入
れ

に
向
け
た
支
援
に
取
り
組
む
こ
と

な
ど
を
経
済
界
に
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
在
留
外
国
人
支
援
に
取
り
組
む

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
へ
の
支
援
」

　

外
国
人
材
が
魅
力
的
な
労
働
市

場
と
認
識
さ
れ
る
た
め
に
、
子
女

の
教
育
環
境
の
充
実
や
子
育
て
に

お
け
る
不
安
を
払
し
ょ
く
す
る
取

組
が
必
要
で
す
。
一
方
で
、
外
国

籍
児
童
生
徒
向
け
の
放
課
後
学
習

教
室
や
、
外
国
人
親
子
の
た
め
の

地
域
交
流
会
等
の
取
組
等
は
、
体

制
や
財
源
面
な
ど
充
実
が
必
要
な

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
経
済
界
で
基
金
を
設
置
し
、

上
記
の
よ
う
な
取
組
を
行
う
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
助

成
す
る
等
の
支
援
が
な
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　

上
記
は
、
本
市
が
経
済
団
体
主

催
の
セ
ミ
ナ
ー
の
際
、
ご
提
案
と

し
て
お
話
し
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
の

一
端
で
す
が
、
国
の
受
入
れ
・
共

生
の
方
針
等
の
下
、
外
国
人
を
地

域
や
職
場
な
ど
に
お
い
て
円
滑
に

受
け
入
れ
、
共
生
を
実
現
し
て
い

く
た
め
、
自
治
体
と
し
て
必
要
な

取
組
を
進
め
つ
つ
、
引
き
続
き
、

様
々
な
機
関
と
議
論
を
行
い
、
調

整
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。


